
主な手術治療の長所と短所

長 

所

短 

所

切除手術 TURP

核出手術 HoLEP

蒸散手術 PVP、CVP

・標準術式でどこの病院でも治療可能
　　　
・長期成績も良く安定した治療

・他の治療に比べて出血がやや多い
・大きな前立腺には不向き
・抗血栓薬の休薬が必要

長 

所

短 

所

・出血が少ない
・大きな前立腺でも治療可能
・再発のリスクがほとんどない
・手術時間が長い
・技術の習得に時間を要す
・一過性の腹圧性尿失禁
・抗血栓薬の休薬が必要

長 

所

短 

所

・低侵襲で出血がほとんどない
・抗血栓薬内服中でも手術可能
・術後尿道カテーテル留置期間が短い
・大きな前立腺で再発のリスク
・病理検体が出ない
・10年以上の長期成績の報告がない
・機器と維持コストが高価

仁楡会札幌病院
理事長

丸 晋太朗氏

　

前
立
腺
と
は
男
性
だ
け
に
し
か
な

い
臓
器
で
、
前
立
腺
液
と
言
わ
れ
る

精
液
の
一
部
を
作
り
、
精
子
に
栄
養

を
与
え
、
精
子
を
保
護
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
一
般
的

な
成
人
男
性
で
、
体
積
で
表
す
と
20

㎖
以
下
、
ク
ル
ミ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

と
例
え
ら
れ
、
肥
大
す
る
と
、
卵
や

ミ
カ
ン
の
大
き
さ
に
ま
で
な
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
の
原
因
は
、
現
時
点
で

は
ま
だ
は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
中
高
年
に
な
っ
て
男
性

ホ
ル
モ
ン
を
含
む
性
ホ
ル
モ
ン
環
境

が
変
化
し
て
く
る
と
前
立
腺
が
肥
大

し
ま
す
。
特
に
50
歳
以
降
に
急
激
に

増
加
し
、
80
歳
で
は
90
％
に
見
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
の
方
に
治
療

を
必
要
と
す
る
症
状
が
見
ら
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
立
腺
肥
大

症
の
主
な
症
状
は
「
排
尿
症
状
」
と

「
蓄
尿
症
状
」
で
す
。
排
尿
症
状
と

は
、
例
え
ば
「
尿
の
勢
い
が
弱
い
」

「
尿
が
出
始
め
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
」「
尿
線
が
分
か
れ
て
出
る
」

「
途
中
で
尿
が
途
切
れ
る
」「
力
ま
な

け
れ
ば
尿
が
出
な
い
」
な
ど
で
す
。

蓄
尿
症
状
に
は
、
日
中
８
回
以
上
の

排
尿
が
あ
る
「
昼
間
頻
尿
」、
就
寝

後
２
回
以
上
排
尿
の
た
め
に
起
き
て

し
ま
う
「
夜
間
頻
尿
」、
急
に
我
慢

で
き
な
い
よ
う
な
強
い
尿
意
を
感
じ

る
「
尿
意
切
迫
感
」、
膀
胱
に
十
分

尿
が
た
ま
っ
て
い
な
い
の
に
排
尿
が

し
た
く
な
る
「
過
活
動
膀
胱
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
診
断
は
、
主
に
症
状

の
評
価
や
尿
・
血
液
検
査
、
画
像
検

査
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
治
療
は
、

保
存
的
治
療
と
薬
物
治
療
、
手
術
治

療
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
生
活
指

導
や
膀
胱
訓
練
な
ど
の
保
存
的
治
療

で
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
る
方
は
、

ご
く
初
期
の
方
に
限
ら
れ
る
た
め
、

基
本
は
薬
物
治
療
と
手
術
治
療
と
な

り
ま
す
。

　

治
療
は
薬
か
ら
始
ま
り
、
効
果
が

不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
お
し
っ
こ
が

出
な
い（
尿
閉
）、
尿
路
感
染
症
や
血

尿
、
膀
胱
結
石
な
ど
の
合
併
症
が
出

て
き
た
場
合
に
は
手
術
と
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
薬
を
一
生
飲
み
続
け
た
く

な
い
、
定
期
通
院
が
困
難
と
い
っ
た

方
に
も
手
術
の
適
応
が
拡
大
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
手
術
は
開
腹
手
術
で

は
な
く
、
経
尿
道
的
に
内
視
鏡
を
用

い
て
肥
大
し
た
前
立
腺
を
切
除
し
ま

す
。
術
式
は
、
主
に
「
切
除
手
術
」

「
核
出
手
術
」「
蒸
散
手
術
」
の
３
つ

が
あ
り
、
当
病
院
で
は

こ
れ
ら
３
つ
の
手
術
全

て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
「
経
尿
道

的
前
立
腺
切
除
術（
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｐ
）」
と
い
う
高

周
波
電
流
を
用
い
た
切

除
手
術
が
標
準
治
療
で
す
が
、
近
年
、

治
療
機
器
の
発
達
に
と
も
な
い
、
１

９
９
８
年
か
ら
は
「
ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ

ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出
術（
Ｈ
ｏ
Ｌ
Ｅ

Ｐ
）」、
２
０
１
１
年
か
ら
は
「
レ
ー

ザ
ー
光
選
択
的
前
立
腺
蒸
散
術（
Ｐ

Ｖ
Ｐ
）」
と
い
っ
た
レ
ー
ザ
ー
手
術

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
当
病
院
で
は
、
18
年
５
月

に
道
内
で
初
め
て
最
新
の
レ
ー
ザ
ー

に
よ
る
「
接
触
式
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺

蒸
散
術（
Ｃ
Ｖ
Ｐ
）」
を
導
入
し
ま
し

た（
札
幌
市
内
で
は
同
病
院
の
み
）。

Ｐ
Ｖ
Ｐ
が
非
接
触
式
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
Ｃ
Ｖ
Ｐ
は
肥
大
し
た
前
立
腺

組
織（
腺
腫
）に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
直

接
接
触
さ
せ
て
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す

る
こ
と
で
、
腺
腫
を
一
瞬
で
蒸
散
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
手
術
時

間
も
１
時
間
以
内
と
短
時
間
で
済
み
、

心
肺
機
能
に
問
題
が
あ
る
な
ど
、
超

高
齢
者
に
よ
り
優
し
い
手
術
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
術
中
の
出
血

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
抗

血
栓
薬
を
休
薬
し
な
く
て
も
手
術
が

可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
特
徴

と
言
え
ま
す
。
休
薬
す
る
こ
と
で
脳

梗
塞
や
心
臓
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
た
め
に
治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
抗

血
栓
薬
服
薬
中
の
患
者
さ
ん
で
も
手

術
が
行
え
る
と
い
う
の
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
21
年
10
月
に
日
本
国
内
で
承
認
さ

れ
、
22
年
9
月
に
販
売
さ
れ
た
ば
か

り
の
経
尿
道
的
水
蒸
気
治
療（
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
）と
い
う
最
新
治
療
が
あ
り
、

治
療
効
果
が
出
る
ま
で
に
一
定
の
期

間
を
要
す
る
も
の
の
手
術
時
間
は
10

分
〜
15
分
程
度
と
さ
ら
に
低
侵
襲
の

治
療
法
も
開
発
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
病
院
で
は
23
年
5
月
に
導
入
し
ま

し
た
が
、
こ
の
治
療
を
希
望
さ
れ
て

来
院
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

長
所
と
短
所
が
あ
る
た
め
、
主
治
医

と
し
っ
か
り
相
談
し
て
最
適
な
術
式

を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

治療機器の発達により低侵襲で超高齢者にも優
しく、抗血栓薬服薬中でも休薬せずに手術可能
な術式も。まずは主治医としっかり相談を

前立腺肥大症 男
性
特
有
の
疾
患

50
歳
以
降
に
急
激
に
増
加

薬
で
改
善
し
な
け
れ
ば
手
術

術
式
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
長
あ
り
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